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法
定
数
の
３
倍を

超
え
る
署
名

公
立
保
育
園
を
な
く
さ
な
い

で
実
行
委
員
会
は
、
３
月
２
７

日
「
名
古
屋
市
の
公
立
保
育
園

を
廃
止
・
民
営
化
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
条
例
制
定
」
を
求

め
署
名
１
２
万
８
２
９
８
筆

（
有
効
署
名
数
）
を
、
名
古
屋

市
長
に
提
出
、
実
に
法
定
数
の

３
，
７
５
倍
、
市
民
の
み
な
さ

ん
の
保
育
園
と
子
育
て
へ
の
高

い
関
心
を
実
感
し
ま
し
た
。

名
古
屋
市
の
公
立
保
育
園
の

廃
止
・
民
営
化
の
計
画

名
古
屋
市
は
０
７
年
１
０
月

に
「
名
古
屋
市
保
育
政
策
の
あ

り
方
指
針
」
を
策
定
、
中
核
保

育
所
を
残
し
、
公
立
保
育
所
を

順
次
廃
止
・
民
営
化
す
る
方
針

を
出
し
ま
し
た
。
０
８
年
の
秋
、

２
０
１
６
年
ま
で
の
９
年
で
１

２
３
ヵ
園
の
う
ち
最
大
５
０
ヵ

園
の
公
立
保
育
所
の
廃
止･

民

営
化
を
公
表
、
０
８
年
１
１
月

に
は
千
種
台･

山
田･

苗
代
保

育
園
の
個
別
整
備
計
画
が
出
さ

れ
、
う
ち
２
カ
園
は
、
す
で
に

運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人
が
決

ま
っ
て
い
ま
す
。

民
営
化
の
流
れ
に
反
対
し
保

育
の
運
動
を
続
け
て
き
て

私
た
ち
は
、
毎
年
、
児
童
福

祉
法
に
も
と
づ
く
公
的
保
育
の

拡
充
を
求
め
、
廃
止
で
は
な
く
、

公
・
私
の
保
育
園
の
充
実
の
た

め
の
予
算
を
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
請
願
の
紹
介
議
員
の
お
願

い
に
自
民
党
、
民
主
党
、
公
明

党
、
共
産
党
と
全
会
派
を
訪
問

し
懇
談
し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
毎
年
市
民
の
願
い

を
託
し
た
２
３
万
筆
を
超
え
る

請
願
署
名
は
十
分
な
審
議
が
さ

れ
ず
に
行
政
の
現
況
説
明
を
受

け
、
不
採
択
、
審
査
打
ち
切
り
、

保
留
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

公
立
保
育
園
は

市
と
市
民
の
財
産

公
立
保
育
園
は
保
育
の
セ
フ

テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と
地
域
の
子
育

て
支
援
の
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を

担
い
、
住
民
の
生
活
に
普
段
に

か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。

今
、
格
差
と
貧
困
が
子
ど
も

に
も
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま

す
。
保
育
園
は
父
母
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が

み
え
、
「
昨
日
、
ご
飯
が
食
べ

ら
れ
な
か
っ
た
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
も
見
え
る
で
し
ょ
う
、

保
育
園
は
保
育
士
が
子
ど
も

と
親
た
ち
の
生
活
状
況
を
捉
え
、

市
策
に
反
映
し
て(

二
面
へ)

e
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【３つの共同目標】

① 日本の経済を国民本位に転換
し、暮らしが豊かになる日本を

めざします② 日本国憲法を生か
し、自由と人権、民主主義が発

展する日本をめざします③ 日米

安保条約をなくし、非核･非同盟・
中立の平和な日本をめざします

「
公
立
保
育
園
を
な
く
さ
な
い
で
」
と
取
り
組
ま
れ
た
「
名
古
屋
市
の
公
立
保

育
園
を
廃
止
・
民
営
化
の
是
非
を
問
う
住
民
投
票
条
例
制
定
」
署
名
は
、
一
ヶ
月

と
い
う
短
期
間
に
１
３
万
を
超
え
る
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
運
動
の
実
行

委
員
長
の
水
谷
暎
子
さ
ん
に
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

イ
ン
タビ
ュ
ー

水谷 暎子さん
て る こ

１９４３年名古屋市生まれ。愛保協

会長。瑞穂短期大学、日本福祉大学

非常勤講師。元ひまわり・どんぐり

保育園園長。公立保育園をなくさな

いで実行委員長。

政
府
が
安
全
保

障
会
議
を
開
い
て
、

北
朝
鮮
の
ロ
ケ
ッ

ト
発
射
に
対
し
て
、

「
ミ
サ
イ
ル
防
衛
」

能
力
を
持
つ
部
隊

の
展
開
を
決
め
ま

し
た
▼
浜
田
防
衛

相
は
自
衛
隊
法
に
基
づ
き

「
破
壊
措
置
」
を
命
令
し
ま

し
た
。
「
国
民
の
生
命
と
財

産
の
安
全
を
守
る
た
め
に
」

と
説
明
し
ま
し
た
。
厳
然
た

る
日
本
国
憲
法
が
あ
り
な
が

ら
、
こ
れ
を
無
視
す
る
「
自

衛
隊
法
」
で
国
民
を
騙
す
こ

と
は
許
せ
ま
せ
ん
▼
北
朝
鮮

に
対
し
て
は
ロ
ケ
ッ
ト
発
射

の
自
制
を
強
く
迫
る
外
交
努

力
を
尽
く
す
こ
と
で
す
。
外

交
努
力
を
全
く
し
な
い
で
、

軍
事
で
身
構
え
る
日
本
政
府

の
対
応
は
、
問
題
の
外
交
的

解
決
を
台
無
し
に
軍
事
緊
張

を
高
め
る
ば
か
り
で
す
。
日

本
共
産
党
が
力
説
す
る
と
お

り
で
す
▼
伊
丹
万
作
が
六
十

年
余
前
に
遺
し
た
「
戦
争
責

任
者
の
問
題
」
の
中
で
、

「
『
だ
ま
さ
れ
て
い
た
』
と

平
気
で
い
ら
れ
る
国
民
な
ら
、

今
後
も
何
度
で
も
だ
ま
さ
れ

る
だ
ろ
う
。
い
や
、
現
在
す

で
に
別
の
う
そ
で
だ
ま
さ
れ

始
め
て
い
る
。
」
と
い
っ
て

い
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ
た
い
。

（
革
新
・
愛
知
の
会
代
表
世

話
人

川

島

健
）

平民の暮らし

公立保育園の廃止・民営化の是非を問う

住民投票条例制定を求めて

市民の声が
いかされる市政を



い
く
窓
口
で
も
あ
り
ま
す
。

則
武
保
育
園
が
民
営
化
さ
れ
、

千
種
台
、
苗
代
、
山
田
保
育
園

と
民
営
化
が
進
む
中
、
こ
の
局

面
を
打
開
す
る
に
は
、
と
議
論

を
重
ね
、
廃
止
・
民
営
化
に
つ

い
て
住
民
の
賛
否
を
聞
こ
う
と
、

こ
の
運
動
に
行
き
着
ま
し
た
。

公
立
保
育
園
は
歴
史
的
に
も

「
ポ
ス
ト
の
数
ほ
ど
保
育
所
を
」

の
市
民
運
動
、
父
母
と
市
民
の

願
い
で
建
設
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

「
子
ど
も
は
社
会
の
宝
」
―
―

子
ど
も
が
育
つ
保
育
園
も
社
会

の
財
産
で
す
。

民
営
化
を
ス
ト
ッ
プ
さ
せ
よ

う
！
運
動
の
大
き
な
広
が
り

藤
前
干
潟
の
運
動
に
も
学
び
、

１
月
２
２
日
の
署
名
ス
タ
ー
ト

集
会
か
ら
１
ヵ
月
の
期
間
で
し

た
が
、
直
接
請
求
代
表
者
と
１

万
人
を
超
え
た
受
任
者
が
連
携

し
た
大
運
動
で
し
た
。

「
毎
日
が
サ
ン
デ
ー
だ
か
ら

ね
」
と
経
験
豊
か
な
年
金
者
組

合
の
人
た
ち
が
大
き
な
力
を
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
公
・
私
の
差

別
、
偏
見
、
格
差
の
痛
み
を
感

じ
て
き
た
高
校
生
が
「
世
の
中

変
え
よ
う
！
」
と
自
分
の
こ
と

に
引
き
寄
せ
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ー

タ
ー
入
力
な
ど
の
実
務
を
献
身

的
に
支
え
て
く
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
市
職
労
の
保
育
士
さ

ん
が
本
当
に
頑
張
り
、
市
職
労

の
Ｏ
Ｂ
、
民
間
保
育
園
の
小
規

模
保
育
園
の
職
員
の
皆
さ
ん
、

福
祉
労
の
組
合
員
の
皆
さ
ん
も

一
緒
に
頑
張
り
ま
し
た
。
則
武

保
育
園
民
営
化
反
対
運
動
時
に

保
育
関
係
団
体
で
発
足
さ
せ
た

「
名
古
屋
の
保
育
を
ま
も
る
保

育
ネ
ッ
ト
」
も
運
動
の
展
開
の

大
き
な
柱
に
な
り
ま
し
た
。
新

婦
人
、
各
区
の
労
働
組
合
の
協

議
会
、
市
の
職
員
労
働
組
合
の

仲
間
も
タ
ー
ミ
ナ
ル
宣
伝
な
ど

精
力
的
に
署
名
を
集
め
て
く
れ

ま
し
た
。

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
の

た
め
に
は
公
立
保
育
園
の
存
在

は
必
要
と
い
う
た
く
さ
ん
の
市

民
の
声
が
結
集
さ
れ
ま
し
た
。

保
育
所
の
国
庫
負
担
金
削
減

し
、
民
営
化
を
促
進
す
る
国

国
は
、
１
９
８
０
年
代
か
ら

保
育
所
の
国
庫
負
担
金
を
減
ら

し
「
規
制
緩
和
」
を
進
め
、
営

利
企
業
の
参
入
を
認
め
、
保
育

条
件
を
悪
化
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

０
９
年
２
月
、
厚
生
労
働
省

少
子
化
対
策
特
別
部
会
は
「
新

し
い
保
育
の
仕
組
み
」
と
し
て
、

①
利
用
者
と
保
育
所
に
よ
る
直

接
契
約
②
認
可
制
度
か
ら
指
定

へ
と
大
き
く
二
つ
の
こ
と
を
柱

に
意
見
を
取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

児
童
福
祉
法
の
理
念
、
そ
し

て
２
４
条
の
市
町
村
の
保
育
所

の
設
置
義
務
を
は
ず
し
、
利
用

者
の
選
択
を
売
り
に
し
て
い
ま

す
が
、
認
可
制
度
か
ら
安
易
な

指
定
制
も
児
童
福
祉
施
設
最
低

基
準
の
形
骸
化
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。
国
の
保
育
責
任
は
ず
し
の

意
図
が
見
え
て
き
ま
す
。
現
行

の
保
育
制
度
の
も
と
で
必
要
な

保
育
所
を
建
設
し
待
機
児
童
と

こ
れ
か
ら
働
き
た
い
な
ど
の
保

育
要
求
を
受
け
入
れ
、
す
べ
て

の
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を

保
障
す
る
公
・
私
の
保
育
所
を

充
実
さ
せ
る
児
童
福
祉
法
を
守

り
通
す
こ
と
が
最
大
の
課
題
で

す
。４

月
６
日
・
７
日
の
本
会
議

で
は
名
古
屋
市
議
会
が
こ
の
署

名
の
重
み
を
受
け
止
め
、
「
条

例
制
定
」
に
賛
同
す
る
よ
う
、

各
区
で
議
員
要
請
行
動
を
す
す

め
４
月
１
０
日
に
は
、
議
会
結

果
の
街
頭
宣
伝
・
報
告
集
会
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

い
の
ち
を
豊
か
に
育
み
、
未

来
の
市
民
の
た
め
に
市
税
を

使
っ
て
欲
し
い

４
月
２
６
日
の
名
古
屋
市
長

選
挙
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
「
公
立
保
育
園
を
な
く
さ
な

い
」
と
は
っ
き
り
主
張
す
る
人

を
選
ん
で
く
れ
れ
ば
嬉
し
い
で

す
ね
。

政
治
と
普
段
の
暮
ら
し
、
生

活
が
直
結
し
て
い
る
こ
と
を
こ

の
運
動
で
も
実
感
し
ま
し
た
。

市
税
を
使
わ
な
い
水
の
た
め

の
徳
山
ダ
ム
な
ど
の
死
税
に
し

な
い
で
、
未
来
を
育
む
命
を
大

切
に
す
る
良
い
循
環
に
使
っ
て

も
ら
い
た
い
と
切
実
に
思
っ
て

い
ま
す
。
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革新・愛知の会 ３月１９日開催
第４回代表世話人会の報告

情勢懇談から

情勢懇談では、団体の取り組みとあわせ、そ

こでの実態報告がされました。

雇用問題──派遣切りに対する反撃が始まっ

ている。いくつかの点で世論に押されて前進が

みられる。①雇用保険の改正(失業給付は加入

１年以上が６ヶ月に）②法の施行は３月３１日

とする。(年度末切りを救済する）③トヨタ、

リコーなどでは製造現場の派遣社員を原則ゼロ

（期間工に切り替え）にする等の動きがある。

働く者が立ち上る──愛労連の労働相談は月

２００件をこえる。そのうち７割は解雇。泣き

寝入をしないで組合加入で闘う労働者が増えて

いる。愛知労働局に直接申告して雇用継続をめ

ざす取り組みなどを進めている。

貧困問題──中小零細企業にとっては(特に

自動車関連では）仕事がない。想像をこえるき

びしさ。確定申告の相談では、税の滞納、多重

債務、国保料金の未払いなど政治による破壊が

進んでいる。就学援助金が得られるよう関係団

体で協力しながら、新学期から取り組む。

名古屋市長選──自公、民主の候補も決まる。

太田よしろうさんが政策づくりでは独走と中日

新聞も報じている。公立保育園つぶしを許さな

い直接請求署名は１３万をこえる。本丸御殿な

どへの世論の批判も強い。太田よしろうさんを

押し上げるチャンスがあると報告された。

当面の取り組み

①雇用と暮らしを守る──地域医療･公立病

院を守る運動･･･蒲郡･甚目寺などの運動、シン

ポに学んで知多･東海市病院問題で知多革新懇

がシンポを計画。愛知派遣村(岡崎）に協力す

る。雇用と生活を守れ！３．３１集会への参加

も確認。

②改憲阻止──自衛隊ソマリア派兵、グアム

新基地協定に反対する（声明を出す)｡４･１７

イラク派兵訴訟･違憲判決１周年宣伝行動を名

古屋駅西、金山南口で行う。６年目の09連続憲

法講座も実施する。６月(第１回)、品川正治さ

んに決まる。１１．３憲法公布集会は、益川敏

英（ノーベル賞受賞者）さんを迎えて名古屋大

学豊田講堂で行う。

③革新･愛知の会結成３０周記念「講演と文

化のつどい」(仮称)は、来年３月１９日、作家

辻井喬さんを迎えて開催することになった。

次回代表世話人 ４月３０日(木)に開催。

注

条
例
の
制
定
を
求
め
る

直
接
請
求
制
度

憲
法
９
２
条
に
も
と
づ
い
て

制
定
さ
れ
た
地
方
自
治
法
第

７
４
条
に
保
障
さ
れ
た
も
の

で
す
。
有
権
者
の
５
０
分
の

１
以
上
の
署
名
を
添
え
て
提

出
さ
れ
た
請
求
は
、
市
長
が

意
見
を
付
し
て
議
会
に
か
け
、

そ
の
結
果
を
公
表
し
ま
す
。



東
海
労
働
弁
護
団

弁
護
士

樽
井

直
樹

２
月
２
２
日
に
名
古
屋
市

内
で
「
派
遣
切
り
抗
議
愛
知

大
集
会
」
が
、
３
月
２
１
日
、

２
２
日
に
は
岡
崎
市
内
で

「
反
貧
困
・
駆
け
込
み
相
談

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

前
者
は
、
反
貧
困
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
代
表
を
つ
と
め
る
宇

都
宮
健
児
弁
護
士
を
委
員
長

に
実
行
委
員
会
を
結
成
し
、

全
国
で
も
っ
と
も
多
く
の
派

遣
切
り
、
非
正
規
労
働
者
切

り
が
行
わ
れ
る
と
予
想
さ
れ

て
い
る
愛
知
県
で
、
全
国
的

な
集
会
を
開
い
た
も
の
で
、

５
１
５
名
の
参
加
者
で
、
会

場
の
テ
レ
ピ
ア
ホ
ー
ル
が
埋

め
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

集
会
の
実
行
委
員
会
が
母

体
と
な
っ
て
、
集
会
後
、
日

比
谷
公
園
で
行
わ
れ
た
「
年

越
し
派
遣
村
」
の
経
験
に
も

学
ん
で
、
生
活
保
護
、
多
重

債
務
、
労
働
な
ど
多
様
な
相

談
に
応
え
る
場
を
、
非

正
規
労
働
者
の
切
り
捨

て
が
も
っ
と
も
行
わ
れ

て
い
る
西
三
河
地
方
で

開
こ
う
と
企
画
し
た
の

が
、
後
者
の
相
談
会
で
、

名
鉄
東
岡
崎
駅
の
ビ
ル

３
階
に
開
設
さ
れ
た
相

談
会
場
に
は
、
２
日
間

で
約
１
３
０
名
の
方
が

訪
れ
、
住
居
が
無
く
な
っ

た
な
ど
深
刻
な
相
談
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
取
り
組
み
は
、

生
活
保
護
の
申
請
活
動
、

ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
、
多
重

債
務
問
題
、
労
働
問
題
な

ど
様
々
な
分
野
に
か
か
わ
っ

て
い
る
専
門
家
や
市
民
が
、

非
正
規
労
働
者
の
大
量
失

業
と
い
う
問
題
に
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ

と
に
最
大
の
意
味
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
中
で
、
生
活
保
護

へ
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
は
、

西
三
河
地
方
の
各
自
治
体
で

前
向
き
な
変
化
も
み
ら
れ
て

い
ま
す
。
他
方
、
大
量
の
非

正
規
労
働
者
切
り
を
進
め
て

い
る
大
企
業
に
社
会
的
責
任

を
果
た
さ
せ
た
り
、
非
正
規

労
働
者
切
り
を
生
み
出
す
要

因
と
な
っ
て
い
る
労
働
法
制

の
規
制
緩
和
を
是
正
す
る
と

い
う
課
題
は
残
さ
れ
た
ま
ま

で
す
。

今
後
、
多
様
な
分
野
で
展

開
さ
れ
て
い
る
運
動
が
、

「
反
貧
困
」
を
掲
げ
て
、
一

致
で
き
る
点
で
協
力
す
る
取

り
組
み
が
、
発
展
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

岡
崎
市
の
「
反
貧
困
・
駈

け
込
み
相
談
会
」
―
―
政

治
の
革
新
で
「
反
貧
困
」

根
絶
を
痛
感

革
新
・
岡
崎
の
会

事
務
局
次
長中

根
友
治

愛

知

県

で

初

め

て

の

「
反
貧
困
・
駈
け
込
み
相

談
会
」
が
、
３
月
２
１
日

（
土
）
・
２
２
日
（
日
）

の
二
日
間
、
岡
崎
市
の
東

岡
崎
駅
・
岡
ビ
ル
３
階
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

２
１
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

７
３
名
の
相
談
者
が
訪
れ
ま

し
た
。
２
２
日
は
悪
天
候
の

中
５
５
名
の
相
談
者
が
訪
れ
、

二
日
間
で
１
２
８
名
の
相
談

者
が
訪
れ
ま
し
た
。

相
談
窓
口
は
、
「
雇
用
・

労
働
」
や
「
住
宅
」
「
生
活

保
護
」
「
多
重
債
務
」
「
健

康
・
医
療
」
と
、
分
野
別
の

ブ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
弁
護

士
、
司
法
書
士
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
な
ど
延
べ
二
百
人

ほ
ど
の
方
々
が
対
応
し
ま
し

た
。
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
、
お

に
ぎ
り
な
ど
の
炊
き
出
し
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

相
談
会
に
訪
れ
た
人
は
、

生
産
縮
小
な
ど
で
自
動
車
産

業
や
電
機
メ
ー
カ
ー
工
場
を

解
雇
さ
れ
た
労
働
者
や
「
３

月
末
に
ク
ビ
」
と
言
わ
れ
て

い
る
労
働
者
が
目
立
っ
て
い

ま
し
た
。

生
活
保
護
な
ど
が
必
要
な

５
３
名
は
、
２
３
日
か
ら
２

５
日
ま
で
の
三
日
間
に
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
同
行
支

援
を
得
て
各
自
治
体
の
福
祉

事
務
所
で
申
請
等
を
し
ま
し

た
。私

が
岡
崎
福
祉
事
務
所
に

同
行
支
援
し
た
人
は
、
働
い

て
い
た
会
社
の
倒
産
で
１
年

３
ヶ
月
も
路
上
生
活
を
し
て

い
た
方
（
６
３
歳
男
）
と
か
、

１
月
２
０
日
に
解
雇
さ
れ
翌

日
か
ら
路
上
生
活
に
追
い
や

ら
れ
た
方
（
４
９
歳
男
）
た

ち
で
し
た
が
、
生
活
保
護
申

請
が
受
理
さ
れ
、
住
宅
も
確

保
が
で
き
、
「
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
反
貧
困
・
駈
け
込
み
相

談
会
」
実
行
委
員
会
に
は
、

「
地
元
に
詳
し
い
者
が
ほ
し

い
」
と
私
に
依
頼
が
あ
り
、

３
月
２
日
の
第
１
回
実
行
委

員
会
か
ら
２
０
日
の
第
４
回

実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
本
当
に

積
極
的
で
心
温
い
人
た
ち
ば

か
り
で
し
た
。
そ
れ
に
引
き

替
え
、
大
企
業
の
な
り
ふ
り

構
わ
ぬ
労
働
者
の
首
切
り
、

そ
れ
を
許
し
て
い
る
自
民
・

公
明
政
府
の
冷
た
さ
に
は
、

あ
ら
た
め
て
腹
が
立
ち
ま
し

た
。人

間
ら
し
く
生
き
ら
れ
る

社
会
に
す
る
た
め
に
は
、
総

選
挙
で
革
新
勢
力
を
の
ば
す

こ
と
が
必
須
の
条
件
で
あ
る

こ
と
を
つ
く
づ
く
感
じ
た
日
々

で
し
た
。
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様
々
な
分
野
の
専
門

家
や
市
民
が
力
を
合

わ
せ
、
集
会
と
相
談

会
開
く

非正規労働者の

大量派遣切りに



春
日
井
憲
法
連
絡
会

２
月

９
の
日
署
名
宣
伝
行
動
、
春

日
井
駅
前
で

春
日
井
革
新
懇

２
月
９
日
春
日
井
駅
前
で
、

春
日
井
憲
法
連
絡
会
は
、
２
月

９
の
日
署
名
宣
伝
行
動
を
行
い

ま
し
た
。

春
日
井
革
新
懇
、
新
日
本
婦

人
の
会
、
日
本
共
産
党
、
春
日

井
平
和
委
員
会
、
国
民
救
援
会

の
５
団
体
か
ら
８
人
が
参
加
し
、

道
行
く
人
々
に
ハ
ン
ド
マ
イ
ク

で
宣
伝
し
、
署
名
を
訴
え
、
３

６
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

世
話
人
会

千
秋
南
・
丹
陽
地
域
革
新
懇

３
月
１
８
日
に
世
話
人
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、

「
母
べ
え
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る

取
り
組
み
を
６
０
名
で
成
功
さ

る
等
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

地
域
の
要
求
運
動
に
も
取
り
組

も
う
と
、
３
月
５
日
に
開
か
れ

た
巡
回
バ
ス
実
現
の
交
流
会

(

丹
陽
地
域
に
バ
ス
を
走
ら
せ

る
会
）
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
「
丹
陽
地
域
に
バ

ス
を
走
ら
せ
る
会
」
に
ど
う
か

か
わ
っ
て
い
く
の
か
を
考
え
て

い
く
。
次
回
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
観
る
会

は
４
月
１
８
日
に
「
武
士
の
一

分
」
を
予
定
。
会
員
や
機
関
誌

の
普
及
も
話
し
合
い
ま
し
た
。

好
評
だ
っ
た
学
習
講
演
会

「
ど
う
す
れ
ば
日
本
経
済
は

立
ち
直
れ
る
の
か
」

お
お
ぐ
ち
革
新
懇

３
月
２
２
日
、
革
新
・
愛
知

の
会
の
世
話
人
の
中
家
啓
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
て
学
習
会
を
開

き
ま
し
た
。

１
３
人
と
参
加
者
は
少
な
か
っ

た
も
の
の
、
７
０
分
ほ
ど
の
講

演
に
「
知
り
た
い
と
思
っ
て
い

た
不
況
の
原
因
が
ず
ば
り
判
っ

た
」
「
は
じ
め
は
眠
た
か
っ
た

が
、
内
容
が
す
ば
ら
し
く
、
目

が
覚
め
た
」
と
大
変
好
評
で
し

た
。短

期
間
で
い
か
に
大
き
な
利

益
を
株
配
当
を
確
保
す
る
の
か

に
奔
走
し
、
投
機
に
明
け
暮
れ

る
ア
メ
リ
カ
型
資
本
主
義
は
終

焉
を
迎
え
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
、

庶
民
の
懐
を
あ
た
た
め
、
環
境

な
ど
に
着
目
し
た
も
の
づ
く
り

と
教
育
・
文
化
な
ど
の
充
実
で

内
需
を
向
上
さ
せ
れ
ば
、
日
本

経
済
は
立
ち
直
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
に
確
信
を
持
つ
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

「
も
っ
と
多
く
の
人
に
聞
い

て
も
ら
わ
な
い
と
も
っ
た
い
な

い
」
「
革
新
懇
は
い
い
企
画
を

し
て
く
れ
た
」
「
も
う
一
度
、

中
家
先
生
の
講
演
を
聞
き
た
い
」

な
ど
の
声
に
事
務
局
は
励
ま
さ

れ
ま
し
た
。

お
お
ぐ
ち
革
新
懇
は
、
６
月

に
１
周
年
を
む
か
え
ま
す
が
、

ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
、
着
実
に

前
進
で
き
る
よ
う
努
力
し
た
い

と
思
い
ま
す
。(

田
中
一
成
）

第
４
回
世
話
人
会
開
催

緑
平
民
懇

３
月
２
７
日
代
表
世
話
人
会

議
を
開
催
し
、
前
回
の
代
表
世

話
人
会
議
以
来
３
ヶ
月
余
の
期

間
に
、
平
民
懇
と
し
て
と
り
く

ん
だ
諸
活
動
に
つ
い
て
確
認
と

交
流
を
し
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
討
議
し
ま
し
た
。

討
論
で
市
長
選
挙
に
つ
い
て
、

１
月
３
１
日
に
開
い
た
「
市
政

を
変
え
る
懇
談
会
」
で
参
加
者

全
員
が
発
言
し
て
出
さ
れ
た
多

く
の
要
求
を
整
理
し
て
市
長
選

挙
の
候
補
者
に
届
け
る
こ
と
や
、

平
民
懇
と
し
て
の
推
薦
決
議
は

市
内
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
３
つ
の

共
同
目
標
に
賛
同
す
る
立
場
か

ら
雰
囲
気
づ
く
り
を
含
め
自
由

に
積
極
的
に
活
動
す
る
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

昨
年
の
総
会
か
ら
１
年
と
な

り
今
年
度
の
総
会
の
時
期
を
迎

え
て
い
ま
す
が
、
４
月
は
市
長

選
挙
、
４
月
～
５
月
に
か
け
て

解
散
・
総
選
挙
の
可
能
性
も
大

き
く
、
総
会
の
日
程
と
総
会
の

持
ち
方
に
つ
い
て
も
突
っ
込
ん

だ
検
討
を
し
て
６
月
２
１
日
に

延
期
を
す
る
こ
と
と
会
員
の
意

見
と
活
動
の
交
流
が
十
分
で
き

る
よ
う
に
講
演
は
別
の
機
会
に

開
く
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

ま
た
、
前
回
の
総
会
で
決
め

た
組
織
の
拡
大
目
標
の
１
２
０

個
人
・
団
体
に
対
し
て
、
１
１

７
個
人
・
団
体
の
到
達
で
あ
り
、

達
成
す
る
こ
と
に
つ
い
て
も
確

認
さ
れ
ま
し
た
。(

中
島
信
行
）

第
１
１
回
総
会
記
念
講
演
「
オ

バ
マ
新
米
大
統
領
で
、
日
本
と

世
界
は
変
わ
る
の
か
？
」

い
わ
く
ら
革
新
懇

３
月
２
９
日
午
後
、
２
６
名

が
参
加
し
て
、
総
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

事
務
室
か
ら
前
回
（
０
７
年

１
２
月
）
か
ら
、
主
に
海
外
派

兵
の
動
き
を
報
告
、
６
０
年
安

保
か
ら
５
０
年
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
る
今
、
日
米
同
盟
と
変

質
し
て
き
た
日
米
安
保
の
現
状
、

運
動
を
ど
う
前
進
さ
せ
て
い
く

の
か
、
重
要
な
局
面
に
あ
る
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
第
１
０
回
総
会
記
念
講
演

「
宗
教
の
立
場
か
ら
見
た
戦
争

と
平
和
」
、
第
六
回
革
新
懇
学

校
「
暴
走
す
る
投
機
マ
ネ
ー
と

は
何
だ
」
、
第
七
回
革
新
懇
学

校
「
地
球
温
暖
化
と
私
た
ち
の

暮
ら
し
～
映
画
「
不
都
合
な
真

実
～
」(

０
８
年
７
月
１
２
日
）

な
ど
の
報
告
、
１
０
０
名
を
め

ざ
す
全
国
革
新
懇
ニ
ュ
ー
ス
読

者
拡
大
へ
の
普
及(

現
在
５
０

名
）
、
今
後
の
世
話
人
会
、
事

務
室
体
制
、
会
計
報
告
な
ど
を

確
認
し
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
、
記
念
行
事
に

入
り
、
第
一
部
米
軍
再
編
・
グ

ア
ム
移
転
に
か
ら
み
「
グ
ア
ム
っ

て
ど
ん
な
と
こ
ろ
」
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

学
習
し
、
第
二
部

県
平
和
委

員
会
高
橋
信
理
事
長
の
学
習
講

演
会
に
移
っ
た
。
「
オ
バ
マ
ア

メ
リ
カ
新
大
統
領
で
ア
メ
リ
カ
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東
西

南
北

高
木
徹
さ
ん

画

（愛
高
教
退
職
者
の
会
）



と
世
界
は
変
わ
る
の
か
」
が
演

題
。高

橋
氏
は
、
「
新
安
保
条
約

締
結
４
９
年
を
振
り
返
る
～
日

本
国
憲
法
と
安
保
条
約
の
な
し

崩
し
、
実
質
改
定
～
」
「
ア
ジ

ア
で
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
で
非

軍
事
平
和
外
交
が
世
界
中
で
拡

大
し
て
い
る
」
「
オ
バ
マ
で
覇

権
主
義
が
染
み
つ
い
た
ア
メ
リ

カ
は
変
わ
る
の
か
～
０
９
・
２
・

２
５
施
政
演
説
か
ら
」
「
変
革

の
力
を
ど
う
発
揮
す
る
の
か
」

選
挙
で
い
か
に
力
を
出
す
か
が

ポ
イ
ン
ト
な
ど
わ
か
り
や
す
く

深
い
名
講
演
で
一
同
満
足
。

私
た
ち
は
、
時
々
忙
し
い
日

常
か
ら
ち
ょ
っ
と
離
れ
て
「
世

界
は
今
ど
う
な
っ
て
い
る
？
」

等
を
学
習
し
、
新
し
い
血
を
入

れ
て
脳
内
活
性
化
を
促
し
て
活

動
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い

ま
す
。
終
了
後
、
高
橋
信
氏
を

囲
み
酒
飲
み
懇
談
会
、
こ
れ
ま

た
楽
し
い
ひ
と
と
き
で
し
た
。

な
お
、
総
会
で
全
国
革
新
懇

ニ
ュ
ー
ス
読
者
一
名
、
「
国
民

に
あ
た
た
か
い
日
本
へ
」
７
部

普
及
し
ま
し
た
。(

穴
沢
仂
）

県
営

名
古
屋

空
港
周

辺
の
住

民
・
団

体
で
活

動
し
て

い
る

「
自
衛

隊
小
牧

基
地
強

化
反
対
、

県
民
本
位
の
県
営
名
古
屋
空

港
を
求
め
る
会
」
は
、
３
月
４

日
５
日
の
両
日
、
豊
山
町
の
神

明
公
園
で
「
自
衛
隊
機
飛
行
調

査
活
動
」
を
行
い
ま
し
た
。

航
空
自
衛
隊
小
牧
基
地
所
属

の
Ｃ
１
３
０
輸
送
機
が
、
危
険

な
２
機
同
時
離
陸
を
相
変
わ
ら

ず
行
い
ま
し
た
。

三
菱
重
工
小
牧
南
工
場
で
陸

上
自
衛
隊
の
Ｕ
Ｈ
６
０
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
の
先
端
部
分
に
給
油
管

を
装
備
改
良
し
た
も
の
が
、
テ

ス
ト
飛
行
を
繰
り
返
し
て
い
る

こ
と
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

自
衛
隊
の
装
備
強
化
の
一
つ
で

あ
る
こ
と
は
明
白
で
す
。

海
賊

対
策
を

名
目
に
、

現
行
法

に
よ
る

自
衛
艦

の
ソ
マ

リ
ア
沖

派
遣
と
武
器
の
積
極
的
使
用
を

認
め
る
「
海
賊
対
処
」
派
兵
法

案
は
、
こ
れ
ま
で
の
自
衛
隊
法

を
大
転
換
さ
せ
る
重
大
な
危
険

を
も
っ
て
い
ま
す
。

３
月
１
８
日
、
県
共
同
セ
ン

タ
ー
か
ら
、
安
保
破
棄
中
央
実

行
委
員
会
な
ど
が
呼
び
か
け
た

国
会
デ
モ(

３
０
０
人
の
請
願

デ
モ
）
と
集
会
へ
参
加
し
ま
し

た
。

「
ソ
マ
リ
ア
海
賊
対
策
で
の

自
衛
隊
派
兵
に
反
対
す
る
署
名
」

８
０
４
筆
「
グ
ア
ム
移
転
協
定

に
反
対
す
る
署
名
」
１
３
９
筆

を
、
共
産
党
の
井
上
哲
士
参
議

院
議
員
ら
に
手
渡
し
ま
し
た
。

院
内
集
会
に
は
５
０
人
が
参

加
。
共
産
党
赤
嶺
衆
議
院
議
員

が
ソ
マ
リ
ア
へ
の
自
衛
隊
派
兵

問
題
と
「
海
賊
対
処
」
派
兵
法

案
を
め
ぐ
る
動
き
や
グ
ア
ム
協

定
の
不
当
性
に
つ
い
て
報
告
。

交
流
で
は
、
自
由
法
曹
団
の
永

沢
弁
護
士
が
「
ソ
マ
リ
ア
沖
派

兵
は
海
賊
対
策
恒
久
法
で
、
自

衛
隊
の
海
外
派
兵
恒
久
法
に
つ

な
が
る
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

（
共
同
セ
ン
タ
ー
事
務
局
次
長

末
永

三
夫
）
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憲 法

と平和を守る愛知の会は、3月20日産業貿易会

館でアフガン学習・決起集会を開きました。

この集会には、「アフガンの復興と日本」と

題して五井泰弘（ペシャワール会名古屋事務

局次長）さんがペシャワール会の活動や昨年8

月に亡くなった伊和一也さんの死について、

また、アフガニスタンの治安悪化の現状など

について話された。参加者は、ソマリアへの

派兵に反対し、グアム「移転」協定反対の運

動をすすめようと確認しました。「自衛隊の

海外派兵に反対し、憲法どおりの日本をめざ

３月１５日、名古屋市中区久屋市民広場

で愛労連、新日本婦人の会、県社保協が共

同で集会を開き１５００人が参加しました。

主催者を代表して愛労連羽根克明議長が

「派遣切りされた人が労働組合を結成、名

古屋市の保育園民営化反対、後期高齢者医

療制度の廃止めざす運動などの前進、共同

の運動をさらに広げよう」と訴えました。

派遣切りとたたかう名古屋北部青年ユニ

オンの組合員が決意表明。愛知派遣村実行

委員会の水谷さん、名古屋・革新市政の会

3月20日
アフガン学習・決起集会

憲法と平和を守る愛知の会

3月 15日「なくせ貧困、生活
危機突破！名古屋市長選勝利
で政治の転換を！」集会に１
５００名集う

自衛隊小牧基地強化反対、
県民本位の県営名古屋空
港を求める会3/4～3/5
自衛隊機飛行調査活動

国会デモと集会
に参加、署名を
提出

県共同センター

■
革
新
・
愛
知
の
会
は
、

グ
ア
ム
新
基
地
協
定
反

対
声
明
、
ソ
マ
リ
ア
派

兵
反
対
決
議
を
３
月
１

９
日
の
代
表
世
話
人
名

で
首
相
宛
の
送
り
ま
し

た
。
内
容
は
Ｈ
Ｐ
に
載

せ
て
い
ま
す
。
■

３
月
20
日
「
ア
フ
ガ

ン
学
習
・
決
起
集
会
」

自衛隊機飛行調査活動
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革
新
・
愛
知
の
会
代
表
世

話
人
、
元
名
古
屋
市
労
連

委
員
長

服
部

信
夫

私
は
、
春
日
井
の
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
に
住
ん
で
い
ま
す
。
２
、

３
年
前
の
こ
と
で
す
が
、
散

歩
が
て
ら
高
蔵
寺
駅
の
構
内

に
あ
る
喫
茶
店
に
行
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
喫

茶
店
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
で

い
た
人
た
ち
が
「
あ
の
人
た

ち
は
よ
く
や
る
な
あ
。
偉
い

よ
」
と
話
を
さ
れ
て
い
ま
し

た
。そ

の
声
に
つ
ら
れ
て
、
外

を
み
る
と
、
春
日
井
革
新
懇

の
人
た
ち

が
、
署
名

版
を
も
っ

て
「
憲
法

九
条
を
守

り
ま
し
ょ

う
」
と
署

名
宣
伝
行

動
を
さ
れ

て
い
ま
し

た
。
た
と

え
ひ
と
り

で
も
２
人
で
も
署
名
を
取
り

組
む
地
道
な
活
動
に
本
当
に

頭
の
下
が
る
思
い
で
し
た
。

そ
の
後
、
聞
く
と
「
全
有

権
者
の
過
半
数
の
署
名
を
」

と
い
う
全
国
革
新
懇
の
訴
え

に
応
え
て
、
２
０
０
３
年
１

１
月
か
ら
高
蔵
寺
駅
頭
や
ス
ー

パ
ー
前
な
ど
で
署
名
を
す
す

め
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
、
今

年
の
３
月
で
６
年
目
、
こ
れ

ま
で
に
９
４
０
０
余
の
署
名
、

１
８
万
円
余
の
カ
ン
パ
を
集

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
継
続
は
力
」
と
い
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た
地
道
な
活

動
が
、
憲
法
守
れ
の
世
論
に

つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。今

も
、
宣
伝
行
動
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
に
会
う
と
「
ご

く
ろ
う
さ
ま
」
と
声
を
か
け

る
の
で
す
が
、
き
っ
と
私
だ

け
で
は
な
く
、
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
に
勇
気
を
与
え
続
け

て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

全
国
各
地
で
こ
う
し
た
取

り
組
み
が
や
ら
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
ひ
と
つ
一
つ

の
取
り
組
み
は
た
と
え
小
さ

く
て
も
、
必
ず
大
き
な
本
流

に
な
る
に
違
い
な
い
と
思
い

ま
す
。

伊
藤
耕
二

（
国
労
名
古
屋
地
本

書
記
長
）

８
７
年
に
国
鉄
が
分
割
・
民

営
化
さ
れ
、
１
０
０
名
を
超
え

る
自
殺
者
が
出
る
ほ
ど
、
国
鉄

当
局
か
ら
熾
烈
な
攻
撃
受
け
る

な
か
で
、
分
割
・
民
営
化
に
反

対
し
た
国
労
・
建
交
労
組
合
員

ら
１
０
４
７
人
が
組
合
所
属
を

理
由
に
、
Ｊ
Ｒ
に
不
採
用
と
な

り
、
解
雇
さ
れ
ま
し
た
。
す
で

に
、
５
２
人
が
志
半
ば
で
他
界

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
若
く
、

生
活
と
闘
争
の
な
か
で
あ
ま
り

に
も
早
い
死
で
し
た
。

昨
年
７
月
１
４
日
に
東
京
高

裁
南
裁
判
長
が
「
法
廷
外
で
の

和
解
」
を
提
案
し
、
解
決
に
む

け
た
様
々
な
取
り
組
み
が
行
わ

れ
、
２
月
１
６
日
に
開
か
れ
た

集
会
で
は
、
与
党
公
明
党
と
全

野
党
の
代
表
が
壇
上
か
ら
、
こ

の
事
件
の
解
決
を
訴
え
る
と
い

う
状
況
に
至
っ
て
い
ま
す
。

国
労
・
建
交
労
は
こ
の
機
を

逃
さ
ず
、
政
府
に
解
決
を
訴
え
、

２
月
か
ら
連
日
、
１
０
０
名
以

上
が
国
会
前
な
ど
で
座
り
込
み

を
続
け
て
い
ま
す
。
格
差
と
貧

困
を
も
た
ら
し
た
構
造
改
革
路

線
の
源
流
に
「
臨
調
行
革
」
が

あ
り
、
国
鉄
「
改
革
」
は
そ
の

象
徴
で
し
た
。

国
鉄
に
よ
る
採
用
を
め
ぐ
る

不
当
労
働
行
為
は
、
司
法
の
場

で
も
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
責
任
を
誰
も
と
ろ
う
と
し
て

い
ま
せ
ん
。
国
策
の
な
か
で
起

き
た
事
件
で
あ
り
、
政
府
の
責

任
に
も
と
づ
く
解
決
が
急
が
れ

ま
す
。

働
く
こ
と
に
こ
だ
わ
り
、
仕

事
を
奪
わ
れ
た
こ
と
に
怒
り
、

闘
い
続
け
て
き
た
Ｊ
Ｒ
採
用
差

別
事
件
へ
の
共
感
を
広
げ
、
解

決
を
実
現
す
る
こ
と
が
労
働
者

を
大
き
く
励
ま
す
と
確
信
し
ま

す
。解

雇
が
広
が
る
今
日
、
人
間

ら
し
く
働
き
た
い
と
い
う
想
い

に
寄
り
添
い
、
そ
れ
を
否
定
す

る
資
本
の
横
暴
、
解
雇
へ
の
怒

り
を
結
集
し
、
労
働
者
と
し
て

自
ら
の
存
在
を
自
覚
す
る
契
機

と
な
る
行
動
の
提
起
が
重
要
で

す
。正

規
・
非
正
規
、
官
・
民
な

ど
の
立
場
を
超
え
て
、
共
同
行

動
を
広
げ
て
ゆ
く
こ
と
が
い
ま

こ
そ
求
め
ら
れ
て
い
る
。

多数派
めざして

ＪＲ採用差別事件解決実現を！！

資本の横暴、解雇への
怒りを結集し
共同行動をひろげよう

《２回》

隔月掲載です。

「継続は力」
必ず大きな

本流に

憲法施行６２周年
記念市民のつどい

いかそう憲法
暮らしと平和に

私
の
お
す
す
め

■
革
新
・
愛
知
の
会
の
機
関
誌
の
感
想
や
ご
意
見
、
投
稿
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
■

２００９年５月３日(祝）

開演午後１時

名古屋市公会堂大ホール

◇第一部 講演◇

シナリオに秘めた憲法の

こころ

ジェームス三木(脚本家）

◇第二部 漫談◇

地域のすみずみに憲法の

花を ナオユキ(笑工房）

◇前売入場◇

一般１３００円

中高大、障がい者

年金者９００円

◇問合先◇愛知憲法会議

０８０ｰ３６３３ｰ９０８６

◇革新･愛知の会でチケッ

ト扱っています。


